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市内井戸等で PFOS および PFOA に関する 

地下水調査を実施します 
 

 

 

 

■調査の目的 

PFASについては、従前より課題として認識し、国や都の動向に注視して情報収集等を行う

とともに、市独自の取り組みについても検討を行ってきました。 

この度、当該物質の有害性などへ不安を感じている市民に寄り添い、適切な情報発信が必

要と判断したことから、市内にある井戸と湧水地点で、国による暫定目標値の定めがある

PFOSおよび PFOAについて、地下水調査を行うこととしました。 

■調査地点 

市域内の概況を把握するため、市域を 7 つに分割している小学校区ごとに 1 地点ずつの 7

か所、公共水域につながる湧水等を追加で 3か所、計 10か所で調査を実施します。 

■調査費用 

1,078千円（予備費充用により対応） 

 ※1か所あたり約 96千円（計 10か所）、諸経費 118千円  

■スケジュール・調査結果の公表 

令和 5年 11月下旬 調査実施事業者と委託契約 

令和 5年 12月上旬～令和 6年 1月中旬 PFOSおよび PFOA（合算値）の調査を実施 

令和 6年 1月下旬 調査結果公表（予定） 

◇結果の公表は、詳しい調査地点は明記せず、町名単位までとします。 

◇調査結果に対する問合せ等については、国が発行する「PFOS、PFOAに関する Q&A集」等に

基づき、丁寧かつ適切に対応します。 

■以降の対応 

◇令和 6年度以降も継続した調査を実施します。 

◇国・都に対しては、人の健康や環境への影響を明確にするとともに、対策等についても検

討し、自治体への情報提供と必要な支援を行うよう、引き続き要望等を行っていきます。 

 

【問合せ】環境政策課環境政策係  ☎042-552-1718 

福生市では、昨今、環境問題として取り扱われている PFAS（有機フッ素化合物）のうち、

国による暫定目標値の定めがある PFOS（ピーフォス・正式名所「ペルフルオロオクタンス

ルホン酸」）および PFOA（ピーフォア・正式名称「ペルフルオロオクタン酸」）の調査を行

い、不安を感じている市民に寄り添い、適切な情報発信を行います。 


